
学習日：　　月　　　日

2020年度　都立日比谷高校【数学】大問４
下の図１に示した立体ＯＡＢＣは、ＯＡ⊥ＯＢ、ＯＢ⊥ＯＣ、ＯＣ⊥ＯＡ、ＯＡ＝ＯＢ＝６ｃｍ、
ＯＣ＝８ｃｍの四面体である。

（１）
辺ＡＢの中点をＤとし、頂点Ｃと点Ｄを結び、線分ＣＤの中点をＥとし、点Ｅから平面ＯＡＢに
垂直な直線を引き、平面ＯＡＢとの交点をＦとし、頂点Ｏと点Ｆを結んだ場合を考える。線分Ｏ
Ｆの長さは何ｃｍか。
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（２）
下の図２は、図１において、辺ＢＣ上にある点をＧとし、頂点Ｏと点Ｇ、頂点Ａと点Ｇをそれぞ

れ結んだ場合を表している。△ＯＡＧの面積が最も小さくなる場合の面積は何ｃｍ 2か。

（３）
下の図３は、図１において、辺ＯＡ上にある点をＨ、辺ＯＢ上にある点をＩとした場合を表して
いる。ＯＨ＝２ｃｍ、ＯＩ＝５/２ｃｍのとき、点Ｈを通り辺ＯＢに平行な直線と、点Ｉを通り辺
ＯＡに平行な直線との交点をＪとする。点Ｊを通り、辺ＯＣに平行な直線と平面ＡＢＣとの交点
をＫとし、点Ｋと頂点Ｏ、点Ｋと頂点Ａ、点Ｋと頂点Ｂ、点Ｋと頂点Ｃをそれぞれ結ぶ。
四面体ＫＯＡＢの体積をＶｃｍ 3、四面体ＫＯＡＣの体積をＷｃｍ 3とする。
このとき、Ｖ：Ｗを最も簡単な整数の比で表せ。
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＠検証用＠
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